
Keyword

この研究は福岡県（九州芸文館）と韓国釡山市（釡山文
化財団）とのアーティスト派遣交流事業としてアーティスト選出
や両国の文化交流事業を民間の立場で支援する研究活動で
ある。
文化芸術に対する多面的、多重性を持つ両国のアイデンティ

ティーを民間交流という実践的な交流の場を作ること、そして
アートという媒体で表現をする事が本研究の目的である。
今年度はCOVID-19により、相手国に派遣できず、制作した

作品を相手国に展示をしてもらう事業に至った。

日韓の芸術文化交流の場を作るための
研究と写真展「媒海」開催

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

新たな地域の価値や物語が生
まれる

日韓文化交流
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「海」「人」「交流」をテーマにした作品制作研究  /  写真展開催(2021年3月に行われた。）

アーティスト交流事業
●アーティストの滞在制作により街活性化に繋がります。
●アーティストの滞在制作により地域の新たな物語が生まれます。

Point

●アートを通じて街活性化を考
えている自治体や企業

九州芸文館アーティストイン
レジデンスと釜山市ホンティ
アートセンターとの国際交流


